
JP 2016-537517 A5 2017.12.7

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成29年12月7日(2017.12.7)

【公表番号】特表2016-537517(P2016-537517A)
【公表日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-066
【出願番号】特願2016-527454(P2016-527454)
【国際特許分類】
   Ｄ０１Ｆ   6/90     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/94     (2006.01)
   Ｄ０３Ｄ  15/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  69/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０１Ｆ    6/90     ３１１Ａ
   Ｄ０１Ｆ    6/94     　　　Ｚ
   Ｄ０３Ｄ   15/12     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ   69/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月26日(2017.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１ポリマーおよび第２ポリマーの混合物を含む繊維であって；
　前記第１ポリマーは、１種以上のアミンモノマーと複数の酸性モノマーとの反応に由来
する構造を有し、
　ｉ）前記１種以上のアミンモノマーは、アミンモノマーの総量に基づいて、少なくとも
６０モルパーセントの５（６）－アミノ－２－（ｐ－アミノフェニル）ベンズイミダゾー
ルを含み；および
　ｉｉ）前記複数の酸性モノマーは：
　Ｃｌ－ＣＯ－Ａｒ1－ＣＯ－Ｃｌ　及び　Ｃｌ－ＣＯ－Ａｒ2－ＣＯ－Ｃｌ
（式中、Ａｒ1はパラ型結合を有する芳香族基であり、およびＡｒ2はメタ型結合を有する
芳香族基であり、前記複数の酸性モノマーは、芳香族基Ａｒ2を含有する少なくとも５０
モルパーセントの前記モノマーを有する）
の構造を有する酸性モノマーを含み；および
　前記第２ポリマーは、メタフェニレンジアミンと塩化イソフタロイルとの反応に由来す
る構造を有する、繊維。
【請求項２】
　請求項１に記載の繊維を含むマルチフィラメント糸。
【請求項３】
　請求項１に記載のステープルファイバーを含む糸。
【請求項４】
　請求項１に記載の繊維を含む布地。
【請求項５】
　請求項１に記載の繊維を含む防護衣類。
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【請求項６】
　ａ）少なくとも第１ポリマーおよび第２ポリマーを混合またはブレンドする工程であっ
て；
　前記第１ポリマーは、１種以上のアミンモノマーと複数の酸性モノマーとの反応に由来
する構造を有し、
　　ｉ）前記１種以上のアミンモノマーは、アミンモノマーの総量に基づいて、少なくと
も６０モルパーセントの５（６）－アミノ－２－（ｐ－アミノフェニル）ベンズイミダゾ
ールを含み；および
　　ｉｉ）前記複数の酸性モノマーは：
　Ｃｌ－ＣＯ－Ａｒ1－ＣＯ－Ｃｌ　及び　Ｃｌ－ＣＯ－Ａｒ2－ＣＯ－Ｃｌ
（式中、Ａｒ1はパラ型結合を有する芳香族基であり、およびＡｒ2はメタ型結合を有する
芳香族基であり；
　前記複数の酸性モノマーは、芳香族基Ａｒ2を含有する少なくとも５０モルパーセント
の前記モノマーを有する）
の構造を有する酸性モノマーを含み；および
　前記第２ポリマーは、メタフェニレンジアミンと塩化イソフタロイルとの反応に由来す
る構造を有する、工程；
　ｂ）繊維を紡糸するための少なくとも第１ポリマーおよび第２ポリマーの均質溶液を提
供する工程；および
　ｃ）前記溶液から繊維を紡糸する工程
を含む、繊維を製造する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　ポリアクリロニトリルホモポリマー／ＭＰＤ－Ｉのブレンドから製造した繊維を１００
％のＭＰＤ－Ｉ繊維と同様に着色または染色した。これは、ポリアクリロニトリルホモポ
リマー単独では塩基性染料で可染性ではないために、ポリアクリロニトリルホモポリマー
／ＭＰＤ－Ｉブレンド内のポリマー成分の鞘／芯分離が発生しなかったことを示している
。鞘／芯繊維が鞘内でポリアクリロニトリルホモポリマーを用いて形成されていた場合は
、可染性であったはずはない。その後の試験は、ＤＡＰＢＩ－Ｉ／Ｔコポリマーと同様に
、室温水中のアクリロニトリルホモポリマーの凝固速度がＭＰＤ－Ｉの凝固速度より緩徐
であることを証明した。しかし、ポリアクリロニトリルホモポリマー／ＭＰＤ－Ｉポリマ
ーブレンドは所望の類似の繊維を提供しない。
　次に、本発明の態様を示す。
１.　少なくとも第１ポリマーおよび第２ポリマーの混合物を含む繊維であって；
　前記第１ポリマーは、１種以上のアミンモノマーと複数の酸性モノマーとの反応に由来
する構造を有し、
　ｉ）前記１種以上のアミンモノマーは、アミンモノマーの総量に基づいて、少なくとも
６０モルパーセントの５（６）－アミノ－２－（ｐ－アミノフェニル）ベンズイミダゾー
ルを含み；および
　ｉｉ）前記複数の酸性モノマーは：
　Ｃｌ－ＣＯ－Ａｒ1－ＣＯ－Ｃｌ　及び　Ｃｌ－ＣＯ－Ａｒ2－ＣＯ－Ｃｌ
（式中、Ａｒ1はパラ型結合を有する芳香族基であり、およびＡｒ2はメタ型結合を有する
芳香族基であり、前記複数の酸性モノマーは、芳香族基Ａｒ2を含有する少なくとも５０
モルパーセントの前記モノマーを有する）
の構造を有する酸性モノマーを含み；および
　前記第２ポリマーは、メタフェニレンジアミンと塩化イソフタロイルとの反応に由来す
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る構造を有する、繊維。
２.　前記１種以上のアミンモノマーが、１００モルパーセントの５（６）－アミノ－２
－（ｐ－アミノフェニル）ベンズイミダゾールである、上記１に記載の繊維。
３.　前記１種以上のアミンモノマーが、メタフェニレンジアミンを含む、上記１に記載
の繊維。
４.　第１ポリマーおよび第２ポリマーの前記混合物が、第１ポリマーおよび第２ポリマ
ーの総量に基づいて、２５～８０重量パーセントの前記第１ポリマーを含有する、上記１
～３のいずれか一項に記載の繊維。
５.　第１ポリマーおよび第２ポリマーの前記混合物が、前記第１ポリマーおよび第２ポ
リマーの総量に基づいて、２５～５０重量パーセントの前記第１ポリマーを含有する、上
記４に記載の繊維。
６.　上記１～５のいずれか一項に記載の繊維を含むマルチフィラメント糸。
７.　上記１～５のいずれか一項に記載のステープルファイバーを含む糸。
８.　上記１～５のいずれか一項に記載の繊維を含む布地。
９.　上記１～５のいずれか一項に記載の繊維を含む防護衣類。
１０.　ａ）少なくとも第１ポリマーおよび第２ポリマーを混合またはブレンドする工程
であって；
　前記第１ポリマーは、１種以上のアミンモノマーと複数の酸性モノマーとの反応に由来
する構造を有し、
　　ｉ）前記１種以上のアミンモノマーは、アミンモノマーの総量に基づいて、少なくと
も６０モルパーセントの５（６）－アミノ－２－（ｐ－アミノフェニル）ベンズイミダゾ
ールを含み；および
　　ｉｉ）前記複数の酸性モノマーは：
　Ｃｌ－ＣＯ－Ａｒ1－ＣＯ－Ｃｌ　及び　Ｃｌ－ＣＯ－Ａｒ2－ＣＯ－Ｃｌ
（式中、Ａｒ1はパラ型結合を有する芳香族基であり、およびＡｒ2はメタ型結合を有する
芳香族基であり；
　前記複数の酸性モノマーは、芳香族基Ａｒ2を含有する少なくとも５０モルパーセント
の前記モノマーを有する）
の構造を有する酸性モノマーを含み；および
　前記第２ポリマーは、メタフェニレンジアミンと塩化イソフタロイルとの反応に由来す
る構造を有する、工程；
　ｂ）繊維を紡糸するための少なくとも第１ポリマーおよび第２ポリマーの均質溶液を提
供する工程；および
　ｃ）前記溶液から繊維を紡糸する工程
を含む、繊維を製造する方法。
１１.　前記１種以上のアミンモノマーが、１００モルパーセントの５（６）－アミノ－
２－（ｐ－アミノフェニル）ベンズイミダゾールである、上記１０に記載の繊維を製造す
る方法。
１２.　前記１種以上のアミンモノマーが、メタフェニレンジアミンを含む、上記１０に
記載の繊維を製造する方法。
１３.　第１ポリマーおよび第２ポリマーの前記混合物が、第１ポリマーおよび第２ポリ
マーの総量に基づいて、２５～８０重量パーセントの前記第１ポリマーを含有する、上記
１０～１２のいずれか一項に記載の繊維を製造する方法。
１４.　第１ポリマーおよび第２ポリマーの前記混合物が、前記第１ポリマーおよび第２
ポリマーの総量に基づいて、２５～５０重量パーセントの前記第１ポリマーを含有する、
上記１３に記載の繊維を製造する方法。
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